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小林海都さん応援レポート
第35回横浜市招待国際ピアノ演奏会

コンチェルト公演・ソロ公演
2016年11月５日（土）・６日（日）
横浜みなとみらいホール

将来を嘱望される若手ピアニストによる演奏会

30年以上の歴史を誇る「横浜市招待国際
ピアノ演奏会」。若く才能あふれ、将来を嘱
望されるピアニストを発掘し、紹介してきた
演奏会である。過去の出演者には、伊藤恵
氏、小山実稚恵氏、海老彰子氏、横山幸雄
氏など、第一線で活躍されるピアニストの
方々。財団奨学生OBの田村響さんも過去
の出演者として名を連ねている。

今年の出演は４名のピアニスト。ブルガリ
アのエフゲニ・ボジャノフさん、ハンガリー
のバラージュ・デメニーさん、ロシアのゲ
オルギー・チャイゼさん、そして日本から
小林海都さん。世界のピアノ界の将来を
背負うと期待される４名によるピアノ演奏
が行われる。

２日間にわたって開催される演奏会。初
日は高関健氏の指揮で、神奈川フィル
ハーモニー管弦楽団とのコンツェルト公
演、翌日は、４名のピアニストによる各々
のソロ公演。連弾も予定されるという多彩
なプログラムが楽しみな演奏会は、時期
を同じく開催されている「横浜音祭」の参
加イベントでもある。

会場は横浜みなとみらいホール。初日の
コンツェルト公演が大ホール。２日目のソ
ロ公演は、同じく横浜みなとみらいホー
ルの小ホールである。
みなとみらい21地区のクイーンズスクエ
ア横浜内にあるみなとみらいホール。横
浜初の本格的クラシックコンサートホー
ルである。窓の外に広がるのは青い海。
1998年の開館以来、「海の見えるコン
サートホール」として親しまれている。

横浜出身の小林さん。地元での公演は
７年ぶり。「・・・生まれ育った横浜での演
奏は特別な想いがあります。 ・・・成長し

た自分をぜひ見ていただきたいと思いま
す」と思い入れを聞かせてくれている。



連弾時、小林さんが座った椅子は座面の高さ
が40ｃｍほど。低い低い。この椅子、実はボ
ジャノフさんが持参したファツィオリ社特注のも
の。公演中も演奏とともに注目を集めていた
椅子である。合わせの時に「座ってみる？」と
の話になり、弾いてみたところ、「断然この椅
子の時の音がいいよ」と
本番時デビューへ。
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オーケストラとのコンツェルト・ソロ演奏・連弾

写真ご提供：みなとみらいホール
（当ページのもの全て＆次ページの連弾写真）

プログラムのラストはエフゲニ・ボジャノフ氏
との連弾。ドビュッシーの「小組曲」。これが
もう圧巻！身体を傾けたり揺らしたり。テンポ
や強弱を大きく変化させ、優雅でありながら
躍動感もたっぷりに、はじけるような二人の
演奏。それはそれは楽しそう。第１ピアノを
担当する小林さんの高音もきらきらと。満席
のお客様も大喜び。ブラヴォーの声が飛び交
い、盛り上がっての終演であった。

初日、コンツェルト公演が始まる。４人の若
手ピアニストが各々オーケストラとピアノ協
奏曲を弾くという、なんとも贅沢なコンサート
だ。最初に弾くのはブルガリアのエフゲニ・
ボジャノフさん。2010年のショパンコンクール
入賞者であり日本での人気も高い。モーツァ
ルトの「 ピアノ協奏曲第17番ト長調」をソフト
に華麗に弾きあげる。

２番手はハンガリーからのバラージュ・デメ
ニーさん。バルトークの「ピアノ協奏曲第3番

ホ長調」をパッションと民俗感たっぷりに聴
かせてくれた。

休憩ののち、小林さんが登場。弾くのは、ラ
ヴェルの「ピアノ協奏曲 ト長調」。洒落た小
粋な曲を、艶やかに軽やかに。第１楽章を
ぐーっと盛り上げ、間合いも十分に第２楽章。
静かに入り、ゆっくりとしたフレーズを、この
うえなく美しく。終章の第３楽章まで瑞々しさ
と爽やかさいっぱいに奏でてくれた。

初日のラストはロシアのゲオルギー・チャイ
ゼさん。曲はチャイコフスキー の「 ピアノ協
奏曲第1番変ロ短調」。迫力満点の演奏を
聴かせてくれた。

翌日はソロ公演。４名のピアニストが、各々
のプログラムを演奏。２名ずつによる連弾も
あるというスペシャルな企画だ。

小林さんは後半に登場。バッハの「トッカー
タ」、モーツァルトの「ピアノ・ソナタ 第８番
イ短調 」、ドビュッシーの「喜びの島」の３曲。

柔らかくなめらかに、豊かに丁寧に。粒立つ
音色に心も満たされる。

あれ？小林さんが座るの？
と会場のみなさんも
一瞬ざわざわ、興味津々。
「・・・座面が低い分、また座面の素材感もあって
重心が安定し、身体が、より自由な感覚になりま
した」と小林さん。息の合った演奏ぶりの裏には、
二人での、そんな工夫もあったそうだ。
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連弾をはじめ多くの刺激。充実の演奏会

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

《６日：ソロ公演》
◆プログラム
◇ゲオルギー・チャイゼ（ロシア）
シューベルト：４つの即興曲

Op.142, D.935

◇バラージュ・デメニー（ハンガリー）
バルトーク：

15のハンガリーの農民の歌 Sz.71
リスト：巡礼の年第2年「イタリア」より

ダンテを読んで－ソナタ風幻想曲

◇ゲオルギー・チャイゼ
＆バラージュ・デメニー（連弾）

シューベルト：アレグロイ短調
「人生の嵐」Op.144, D.947 

◇小林海都（日本）
バッハ：トッカータホ短調 BWV914
モーツァルト：ピアノ・ソナタ

第8番イ短調 K.310
ドビュッシー：喜びの島

◇エフゲニ・ボジャノフ（ブルガリア）
シューベルト：ピアノ・ソナタ

第21番変ロ長調 D.960

◇小林海都＆エフゲニ・ボジャノフ（連弾）
ドビュッシー：小組曲

－演奏会概要－
《５日：コンツェルト公演》
◆出演
指揮：高関健
管弦楽：神奈川フィルハーモニー管弦楽団
ピアノ：エフゲニ・ボジャノフ（ブルガリア）

バラージュ・デメニー（ハンガリー）
小林海都（日本）
ゲオルギー・チャイゼ（ロシア）

◆プログラム
モーツァルト ： ピアノ協奏曲第17番
ト長調 K.453（エフゲニ・ボジャノフ）

バルトーク ： ピアノ協奏曲第3番
ホ長調 Sz.119 （バラージュ・デメニー）

ラヴェル：ピアノ協奏曲ト長調 （小林海都）
チャイコフスキー ：ピアノ協奏曲第1番
変ロ短調 Op.23（ゲオルギー・チャイゼ）

終演後のレセプション会場で小林さんに話を
聞くことができた；

－盛りだくさんなプログラム；

「・・・最も印象的だったのは、ボジャノフさん
との連弾です。・・・とても個性の強い演奏を
されるピアニストという記憶があったので、正
直不安もありましたが、実際はむしろ言葉を
交わす必要のないほど息がぴったりと合い
ました。・・・雰囲気に身を委ね、お互いが仕
掛け、反応し合い、そしてまた一つの新しい
流れを作り出すという楽しさを噛み締めて弾
いていました。・・・音楽を通して会話していた
ような感覚です」

－中味の濃い企画でしたね；

「・・・海外からの３名は皆、既に沢山のキャリ
アを積んでいるソリスト達。ハードでしたが、
それだけ刺激的で充実した時間でした・・・」。
素晴らしい機会への感謝の言葉が続いた。

この秋から新たにスイスのバーゼル音楽院
に籍を置く小林さん、翌朝早くの便で スイ
スへ戻るという強行軍。

連弾したボジャノフさんとは空港での別れ
の際、また２人で演奏する約束を交わした
そうだ。「・・・それまでに、もっと成長してい
られるよう頑張りたいです！」と爽やかなコ
メントを送ってくれた。

小林さん、素敵な演奏でした。また聴かせ
てください！

公演期間中には子供たちとの交流会も
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・プログラム（表紙・裏表紙）】
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【コンサート・プログラム P.1～２】
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【コンサート・プログラム P.３～４】
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【コンサート・プログラム P.９～10】
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【コンサート・プログラム P.11～12】
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【コンサート・プログラム P13～14】


